
鈴鹿市上下水道局公印規程の一部を改正する規程をここに公布する。 

令和８年９月３０日 

 

鈴鹿市上下水道事業管理者 渥 美 良 雄 

 

鈴鹿市上下水道局管理規程第６号 

鈴鹿市上下水道局公印規程の一部を改正する規程 

鈴鹿市上下水道局公印規程（昭和４４年鈴鹿市水道部管理規程第４号）の一部を次

のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改める。 

改 正 後 改 正 前 

（公印の使用） （公印の使用） 

第６条 公印を使用しようとする者は、次の

各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号

に定める方法により公印管理者の審査を受

けなければならない。 

第６条 公印を使用しようとする者は、決裁

文書に公印を押印すべき文書を添えて公印

管理者の審査を受けなければならない。 

(１) 電子決裁（鈴鹿市上下水道局文書管

理規程（平成17年鈴鹿市水道局管理規程

第２号）第２条第11号に規定する電子決

裁をいう。次号において同じ。）の方式に

より決裁を受けた場合 文書管理システ

ム（鈴鹿市上下水道局文書管理規程第２

条第４号に規定する文書管理システムを

いう。）により公印の使用を申請し、公印

を押印すべき文書を公印管理者に提示す

る方法 

 

(２) 電子決裁の方式以外の方式により決

裁を受けた場合 公印を押印すべき文書

 



に決裁文書（鈴鹿市上下水道局文書管理

規程第２条第14号に規定する決裁文書を

いう。次項において同じ。）を添えて公印

管理者に提示する方法 

２ 前項の審査は、決裁文書が適正な決裁を

受けているかどうか及び公印を押印する文

書が決裁文書に適合しているかどうかにつ

いて行うものとする。 

２ 前項の審査は、決裁文書が適正な決裁を

得ているかどうか及び公印を押印する文書

が決裁文書に適合しているかどうかについ

て行うものとする。 

３  略 ３  略 

 

  



改 正 後 

別表第１（第４条関係） 

登録番

号 
公印管理者 

種

類 
名称 寸法 ひな形 書体 使用区分 

個

数 

１・２   略 略   略 略   略 略 略 略 

２－２ 経営企画課長 職

印 

鈴鹿市上下

水道事業管

理者之印 

 

方

21 

 

鈴 鹿 市 

上 下 水 道 

事 業 管 理 

者 之 印 

れい書 公文書用 １ 

３～９   略 略   略 略   略 略 略 略 
 

備考  略 

附 則 

この規程は、令和８年１０月１日から施行する。 

  



改 正 前 

別表第１（第４条関係） 

登録番

号 
公印管理者 

種

類 
名称 寸法 ひな形 書体 使用区分 

個

数 

１・２   略 略   略 略   略 略 略 略 

２－２ 経営企画課長 職

印 

鈴鹿市上下

水道事業管

理者之印 

 

方

21 

 

鈴 鹿 市 

上 下 水 道 

事 業 管 理 

者 之 印 

れい書 公文書及

び郵便振

替小切手

用 

１ 

３～９   略 略   略 略   略 略 略 略 
 

備考  略 




